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前
回
に
続
い
て
本
日
も
ワ
ー
フ
デ
ー
ル
。
大

小
２
種
が
「
ア
ト
リ
エ　
Ｊ
ｅ
︱

ｔ
ｅ
ｅ
」
に

揃
っ
て
い
た
。

　

小
型
の
Ｗ
３
は
ブ
ッ
ク
シ
ェ
ル
フ
と
フ
ロ
ア

型
の
中
間
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
だ
。
ス
ピ
ー
カ
ー

と
し
て
存
在
感
を
主
張
し
つ
つ
も
、
こ
れ
な
ら

誰
と
は
言
わ
な
い
が
家
庭
内
の
非
理
解
者
に
受

け
入
れ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
サ
イ
ズ
の

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
新
製
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
か

つ
て
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
に
、
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
き
て
い
る
。
特
に
普
及
価
格
帯
は
ブ
ッ
ク
シ

ェ
ル
と
ト
ー
ル
ボ
ー
イ
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
。

　

Ｗ
３
は
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
ギ
タ
ー
・
ア
ン
プ

の
よ
う
な
顔
立
ち
で
、
そ
こ
が
と
て
も
人
な
つ

っ
こ
い
。
30
㎝
ウ
ー
フ
ァ
ー
は
下
部
の
別
箱
に

な
っ
て
い
て
、
大
型
マ
グ
ネ
ッ
ト
入
り
ト
ゥ
イ

ー
タ
ー
と
ス
コ
ー
カ
ー
は
角
度
を
変
え
て
斜
め

上
を
見
る
よ
う
に
マ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
だ
か

ら
頭
部
に
も
サ
ラ
ン
ネ
ッ
ト
が
貼
っ
て
あ
る
。

ど
こ
と
な
く
愛
着
の
わ
く
容
姿
だ
。

　

シ
ナ
ト
ラ
の
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
・
ア
イ
ズ
」。

音
楽
の
ス
ケ
ー
ル
が
で
か
い
。
大
型
ス
ピ
ー
カ

ー
を
感
じ
さ
せ
る
。
中
高
域
の
上
方
へ
の
放
射

が
そ
う
さ
せ
る
と
み
た
。

　

声
は
い
ま
ど
き
ス
ピ
ー
カ
ー
の
確
固
と
し
た

定
位
で
は
な
い
が
、ひ
と
つ
の
雰
囲
気
が
あ
る
。

こ
の
雰
囲
気
が
尊
い
。ラ
イ
ヴ
会
場
に
行
っ
て
、

高
解
像
度
・
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
定
位
な
ん
て
こ
れ

ぽ
っ
ち
も
考
え
な
い
の
に
、
な
ぜ
オ
ー
デ
ィ
オ

に
向
か
う
と
意
識
が
そ
こ
に
い
く
の
だ
ろ
う
。

書
き
手
や
雑
誌
が
、
そ
こ
ば
か
り
を
突
け
ば
、

メ
ー
カ
ー
は
こ
ん
な
遊
び
心
や
情
緒
の
あ
る
ス

ピ
ー
カ
ー
を
作
れ
っ
こ
な
い
。
な
ん
だ
か
い
ろ

い
ろ
考
え
て
し
ま
っ
た
。

　

ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
「
弦
楽
の
た
め
の
ソ
ナ
タ

集
」
は
古
い
英
国
ス
ピ
ー
カ
ー
独
特
の
翳
り
や

潤
い
を
そ
れ
ほ
ど
強
く
ア
ピ
ー
ル
せ
ず
、
し
っ

か
り
と
タ
イ
ト
に
聴
か
せ
る
。
よ
く
枯
れ
た
堅

め
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
が
作
用
し
て
い
る
よ

う
に
思
っ
た
。

　

Ｗ
３
の
上
位
の
Ｗ
４
は
ス
コ
ー
カ
ー
が
２
つ

に
増
え
て
左
右
に
付
い
て
い
る
。
ウ
ー
フ
ァ
ー

と
ス
コ
ー
カ
ー
＆
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
が
別
室
方
式

は
同
じ
。
Ｗ
４
は
５
年
に
１
回
出
る
か
ど
う
か

の
稀
少
品
で
、
３
年
に
１
回
の
Ｗ
３
と
一
緒
に

巡
り
会
え
た
の
は
幸
運
だ
っ
た
。

　

そ
の
ま
ま
同
じ
ロ
ッ
シ
ー
ニ
を
聴
く
と
深
み

と
重
み
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ス
リ
ッ
ト
に
な
っ

た
バ
ス
レ
フ・ポ
ー
ト
が
背
中
に
つ
い
て
い
て
、

壁（
コ
ー
ナ
ー
）に
つ
け
る
と
も
っ
と
雄
大
に
鳴

る
は
ず
だ
。
部
屋
の
中
央
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い

る
け
ど
、
と
て
も
い
い
感
じ
に
音
が
広
が
っ
て

い
る
。
シ
ナ
ト
ラ
も
大
物
然
と
し
た
態
度
で
歌

い
上
げ
て
く
る
。
シ
ナ
ト
ラ
が
シ
ナ
ト
ラ
ら
し

く
そ
こ
に
ち
ゃ
ん
と
立
て
ば
、
あ
ら
ゆ
る
音
楽

に
対
し
て
無
敵
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま

う
。
そ
ん
な
説
得
力
が
あ
る
。

　

80
年
代
ポ
ッ
プ
ス
の
傑
作
、
ス
イ
ン
グ
・
ア

ウ
ト
・
シ
ス
タ
ー
の
「
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
で

あ
ら
探
し
を
試
み
た
ら
、
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
な

ビ
ー
ト
も
苦
に
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
本
当
に

50
年
代
半
ば
の
製
品
な
の
か
と
勘
ぐ
り
た
く
な

っ
た
。
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのビンテージオーディオ

ビンテージといえば、アルテックやタンノイ、ＪＢＬ、マッキントッシュなどが誌面に
取り上げられる機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を並べる
ほかの多くのブランドがあったことを知る人は少ないだろう。
東京、目黒にあるビンテージショップ「アトリエＪｅ-ｔｅｅ」では、音質はもちろん、
デザインにもこだわった「もうひとつのビンテージ」を数多く紹介している。
本企画では、同店で販売されている製品を中心に、
毎号テーマとなるブランドを取り上げている。

Wharfedale
（50年代後期）

第16回

今回紹介する２機種は50年代の後期に
独創的な設計思想で開発されたバスレフ
箱タイプのW-3とW-4システム。両者は
前回紹介したFSB ／ 3システムと同様
に、すべてのユニットの振動板が同じ紙
素材で統一された３wayシステムとなって
いる。この２つのシステムはミッドレンジに
同じ12cmのコーン型ユニットが搭載され、
ネットワークは大型のオイルコンデンサーと
コイルで構成されている。同社は開発当
初からコンシューマーでの音楽再生を前提
としていて、一般的な広さでの臨場感あ
ふれる自然で滑らかな再生音のクオリティ
の高さは、この同年代に開発されていた
他の英国製スピーカと比べても１歩進んで
いたように感じられる。

W-3
1950年代の後期に少量のみ生産されたブックシェル
フ型の３wayシステム。正面の上部と下部分が斜め
にカットされたデザインの箱で丸いダクトのバスレフポー
トが装備されている。ユニットは30cmウーファー、
12cmのコーン型ミッドレンジ、５cmのコーン型トゥイー
ターの構成で、大きなオイルコンデンサーとコイルが使
われているネットワークでコントロールされている。ブッ
クシェルフタイプですが縦置きセッテイングを前提として
いるようなユニットレイアウトになっていて、ウーファー
の箱は独立していてユニットはそのほぼ正面に取り付
けらているが、ミッドレンジとトゥイーターはそのウーファー
キャビネットの外側の上に載せられるような構造で正面
上部に斜め上向きに固定されている。その小さい外
観からは想像もできないほどスケール感に富み、また
表現力に富む中音域の魅力にも納得させられてしまう。

W-4 Airdale
通称“エアデール”と呼ばれている
システムで、1950年代後期から70
年代の中期頃まで外観はほぼ同じな
がら、ユニット構成を変えながら生産
されたロングセラーシステム。ユニー
クな上から見ると６角形の箱のデザイ
ンでウーファーのみ後ろが複数のス
リットになったバスレフキャビネットに
装着され、その上の部分の隔離され
たスペースにミッドレンジとトゥイーター
が装備された斬新な構造だった。初
期のシステムは30cmウーファーに
12cmのミッドレンジが２つ正面の左
右に振り分けられて装着され、５cmの
トゥイーターは真上に向けて装着され
ている。その後ユニット構成は3way
と同じでも、少しユニットの種類が入
れ替わりながらモデルチェンジが何度
かあり、後期になるとウーファーが３８
cm、ミッドレンジは20cmに変更にな
り、そのミッドレンジ用ユニットはトゥイー
ターの横に上向きで装着されるように
なった。W-3とほぼ同じようなユニット
を装備しているが、大型システムに負
けないくらいの迫力とスケール感のあ
るサウンドが再生される。

Wharfedale

W-4 Airdaleの内部写真
ウーファーボックスの上の独立したスペースがもうけられていて、４方向に小窓でオー
プンエアーになっている。木の台座に真上向きの搭載せられたSuper3 トゥイー
ター、その奥にW5 ミッドレンジユニットが正面横に設置されているのが確認できる

W12 / W5 / SUPER 3
ユニット構成はW12（30cmウーファー）、W5（12cmコーン型ミッドレンジ）、Super3（５
cmコーン型トゥイーター）となる。特にW-5ミッドレンジユニットはこの２機種のために開発
されたもの

W-3の内部写真
W5ミッドレンジユニットが１５度ほど後ろに傾斜した正面のバッフルに、またSuper3 トゥイー
ターは斜め前方向に傾斜した内部天板の上に設置されているのが確認できる


